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緒 言

肺癌は その成長の経過を Ⅹ線 写真 に よって

retrospectiveに追求 しうる点 で特異な 憶であ

るといえる｡ したが って,そのよ うな点を利用

すれば, 肺癌の成長速度や経時的な形態の変化

をかな り詳細 に観察で きるわけである｡

Collins等はX線像によって 肺癌の成長速度

を測定 し,肺癌の発生時期や細胞分裂 の速度等

を も推定 してい るが,著者 は彼等の方法を 自験

例について迫試 した｡

一方,肺癌のⅩ線像の初期像を多数例につい

て検討 し,その特徴を明 らかに してお くことは,

肺癌の早期発見 にとって最 も重要 な手掛 りを与

えることになる｡著者 は,多 くの肺癌について

できるだけ初期のⅩ線写真を集めることに努 力

し,早期像は もとよ り発癌以前の X線像 につい

て も検討を試みた｡

第 1章 研究対象な らびに研究方法

初期像の解析や成長速度の測定には主としてⅩ繰平

面写真を用いたが,断層写真も参考とした｡本研究に

はretrospectiveにX線写真を観察することが必要で

あるので,なるべ く多数の写真を削って観察するよう

努力した｡

成長速度の測定 にはX線平面写真を用い Collins

等の,方法に則って互に隔った二つの時期の体積の

doublingtimeを計算した｡

すなわち,X線像において,それぞれの時期におけ

る肺癌陰影の直径を測定し,両者の関係から成長速度

を計算した｡実察的には図 1の如 く片対数表において

縦軸に腰痛陰影の直径を,横軸に時間の経過をとると,

腰痛の成長速度は両点を結ぶ直線の傾斜によって示さ

れる｡Collins等は体積が倍になる時間を droubling

timeと称 しているが, これは片対数表上で作用する

ことによって容易に求められる｡
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第 2章 研 究 結 果

Ⅰ 肺癌の成長速度

A 末 梢 型

末梢型 肺癌 9例について,doublingtimeを

みると表10の通 りである｡ 全 9例の doubling

timeの平均は106日であるが,組織型別にみる

と,屈平上皮癌では平均55日であり,腺癌では

平均 120日である｡ 臨床的に扇平上ノ｢封亮L･は りも

腺癌は一般に悪性度が強い といわれていをが,

それは主病巣の成長速度が早いか らではな くて,

転移形成や浸潤等の速度が早いZbと思われるO

性別による doubling time の差をみると,

男性では100日,女性では110Hと両者の問に滞

るしい差はみられない｡

また, 年令別に肺癌の成長速度を doubling

timeによってみると,30代60日,40代140L上

50代80[上 60代以上90日である｡ 40代が140H

と意外に長いのは40代が 2例で例数が少い為で

あろう｡ 今後更には多数例について検討する必

要があるようである｡

表10 末櫓型肺癌の成長速度 (doublingtime)

1. 川つ 勉 45才

2. 小○健rつ 67才

3. 中つ為｡ 66才

男 腺癌 110日

男 后平上棲∵据 80日

男 腺痛 30fl

4. 枚○未つ 49才 男 腺精 180H

5. 小｡太､つ 61才

6. 花⊂)と(⊃千

7. 荒○佐059才

8. 滴○断 つ 61才

9. 上○久〔二〕 35才

男 腺癌 150日

女 腺癌 180日

男 南平上皮癌.;30日

男 腺癌 140H

女 腺癌 60日

B 肺 門 型

肺門型のものは経過中にしばしば鰯気師を招

来す るので,doublingtimeを測定す る対 象

としては不適である｡ ただし, 肺癌 の 1例 で

doubling time120日と云 う結果がえられた｡

したがって, 肺野型のものも肺門型のものとほ

ぼ同様の成長速度を示す ものと思われる｡

Ⅲ 早期肺癌のⅩ線像

肺癌を末棺型 と肺門型 とに大別して, それぞ

れの早期像を retrospectiveに検討 した｡
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梱林は小型肺癌 は必ず しも早期肺癌とはかぎ

らず 早期と称えるためには少な くとも陸揚の大

きさが 1cm 以 卜であらねばならぬと去ってい

る｡ しかしながら実際には 1cm 以下の大 きさ

まで retrOSpeCtiveに観察 しえた肺癌は数少い

ので,2cm 内外の 人ききまで 潤って検討 しえ

たものも早期像のriりこ加えた｡

芹者が検討 しえたそのような症例は24例であ

るが,その内訳は末栴型18例,肺rl里EJ_16例であ

る｡以下に若十の実例を挙げてそれぞれの初期

Ⅹ線および増大進展の過程を記載す る｡なお,

肺癌のごく初期の Ⅹ線像を Leo.G.Riglerは

図 2の如 く分類,記載 している｡著者は以下の
∴己載において彼の表現を用いることにす る｡
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の直径は 2cm で,組織学的には腺癌であった｡

末梢型肺癌の一部のものは,その早期におい

てはⅩ線的に浸潤型陰影を呈 し,成長するにし

たがって腰痛型に移行するが,本症例もその代

表的な 1例である｡これと同様に浸潤型から腫

癖型-の移行を示 したものが,他に3例ある｡

それ らの症例の大要は以下の通 りである｡

症例 相○偵○,65才,男,右中肺野

右 申 下葉切除,角化偏平上皮癌｡

症例 森○吉○, 才,男,左申肺野｡

症例 山○敏○, 才,男,左 ｢冊市野｡

症例 川○ 勉,45才,男子｡

昭和38年12月23日に写真29のように右鎖骨下

に孤立性の陰影が認められる｡陰影の周縁は境

界やや不鮮明であるが,腫樽型に属する形態を

とっている｡昭和39年 3月 3日のⅩ線像では,

写真30のように,明 らかに腫樽型を呈 し,断層

像では Notchingを伴なっている｡

本症例に対 しては,昭和40年 7月に右上葉切

除が行 われ たが,切除標本では主病巣は直径

2cm の大 きさで, 周縁部には Ⅹ線像における

Notching に相当して粗大な切込が み られた｡

組織学的には腺癌で,肺肋膜下の癒痕組織を母

地として発生 したもののように思われる｡末梢

肺野においては,周囲の肺組織が健常であれば

直径数mm以上に成長すればⅩ線的にその存在

を認めることができる｡

条件さえよければ直径約 2mm のものでも認

めうると云われている｡ したがって末梢型肺癌

でも周囲の肺組織になん ら病巣を伴なわぬ場合

には,直径数mmの大 きさに達すれば,その存

在を認めうるはずである｡ただし,本症例にお

いても判 るように, 小型であればあるほど,Ⅹ

線的に肺癌としての特徴に乏 しく,他疾患と鑑

別することは困難である｡

本症例と同様に早期から腫樽型を呈 した肺癌

症例としては以下のようなものがみられた｡

症例 富○通○,46才,女,右下肺野

右全易U,腺癌

症例 船○政○,37才,男,右申肺野

右下葉切除,腺癌

症例 山○新○, 才,男,左中肺野
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左全易リ,腺癌

症例 申○為○,66才,男,右上肺野

右上葉切除,腺癌

症例 清○新○,61才,男,右上肺野

右上菓切除,腺癌

症例 高○み○,45才, 女,左中肺野

左上莫切除,

症例 白○瀬○子,

右上葉切除,

症例 前○肇○,

症例 奥○之○,

症例 山○み○る,

腺痛

才, 女,右tF]lJ市野

/j璃同胞型未分化癌

才,男,右11fj肺野

才,女,右下肺野

才,女,左中肺野

症例 荒○佐○,59才,男子

昭和27年 7月13日に胸部 X線検査が行なわれ

ているが,胸部に異常陰影は認められない｡

昭和33年 1月22日のX線像においてはじめて,

写実31のように浸潤型の陰影がみられる｡同年

12月10日には同陰影中に透亮像がみられるよう

になったが,昭和35年 7月 4日に同陰影は写真

32の如 く,ほとんど消失 している｡しかるに,

昭和36年 5月15日ほぼ同じ位置に写真33の如 く,

新たに肺癌陰影が出現 した｡同陰影は次第に増

大 し,昭和37年10月には肺門に向う索状影,す

なわち巣門結合を伴なうに至った｡

本症例に対 しては昭和37年12月右下葉切除術

が行なわれたか,組織学的には偏平上皮癌であ

った｡

本症例からも判 るように早期肺癌においては

その経過中に瞳癖陰影の縮小や消失がみ られる

ことがある｡

縮小 もしくは消失前の陰影が癌組織であると

いう証拠は全 くな く,本例においても最初に出

現 した陰影は結核性或いはその他の炎症性変化

によるものと思われる｡ただし,それが,いわ

ゆる前癌状態とよばれるような病変であったか,

あるいは肺癌とは全 く無関係の病変であったか

は切除標本からはうかがい知ることができなか

った｡

症例 木〇二〇, 才,女子
写真34は肺の異常陰影が発見された当初のⅩ

線像である｡断層写真によって病巣部を詳細に

検討すると,不規則な形の腰痛型陰影の他 にそ
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の附近に小豆大の小型の病巣陰影が 2個見出さ

れる｡

本症例は他疾患によって死 亡し,剖検する機

会をえたが,それ ら3個の病巣は組織学的には

同一の所見を呈 していたが,相互間には直接的

な連続性はみられなかった｡すなわち,肺癌の

初期においても相接 して複数の病巣陰影がみ ら

れることがあるので注意すべきである｡

ただし,本症例が, 肺癌の多申 心性発生によ

るものであるか否かはさらに詳しく検討せねば

な らない｡

肺門型肺癌 :

症例 山○搾,56才,男 子,后平上皮癌

本例はすでに第 1篇において無所見型 として

記載 したO本例の如 く肺門部に発生 した初期肺

癌では一見異常陰影を見出し難いものもある｡

症例 申 〇一〇,50才,男子

血族を主訴として発病 した症例で.胸部X線

像では写真35の如 く,右肺門部がやや拡大 して

いる以外はほとんど異常がみられない｡切除標

本では右の肺門部近 くに 3×3cm の肺疫がみ ら

れたが,同瞳癌は気管支の外方に向って発育 し,

気道狭窄は軽度であった｡

組織学的には燕麦細胞癌であった｡

肺門型肺癌の多 くが二次陰影主徴型をとるこ

とは,すでに多 くの人 々によって指摘されてい

る｡年長者において,同一肺野に肺炎像が くり

返 し出現す る場合には肺癌を考慮 して検査を進

めねばならないことはししぼ強調されている｡

とくに,肺炎か ら無気肺に進行す るような場合

には,肺癌を強 く疑わねばならないことは,著

者の経験か らも明 らかである｡

第 3章 綜括ならびに考接

1. 肺癌の成長速度

Collins らは肺癌の成長速度を現わす一一方法

として体積の Doubling timeなる概念を提唱

した｡同概念は肺癌の平均的な成長速度を示す

よい指標のようである｡又同概念は肺癌の成長

が一応恒常的であるとの仮定の上に立 っている｡

実際には決 Lで恒常的なものではないが｡

著者は長期間に亘って retrospectiveにその
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成長を観察 しえた肺癌症 例 についての,それぞ

れの doublingtimeを測定 した｡肺癌の dou-

blingtimeは最短30日,最長180口,平均106日

であった｡ また組織像別にみると腺癌 120日で

偏平上皮癌55日であった｡ このような価は他の

著者のそれとほぼ同様である｡

従来の報告では,腺癌よりも偏平上皮癌にお

いて doublingtimeが一般に短く, 成長が早

いとされている｡著者が検討した症例は比較的

少ないが,同様の傾向が見 られる｡

ただし, 腺癌に おいても doublingtimeが

30日という短い ものも,み られる｡

2. 肺癌の早期 X線像

Riglerによる肺癌の早期 X線像の記載はす

でに本篇の第 2章Ⅲにおいて紹介 した｡すなわ

ち,彼は以下のような形態の陰影がみられるこ

とをのべている｡

1a 均等性陰影

1b 前同様な結節

1C 前型の線状陰影

2. 孤立型腰湯空洞

3. 区域性で不明瞭で境界のはっきりしない
陰影

4. 血管 に沿 うた小結節 とす じのある限局性

浸潤 で炎症性病巣に似たもの

5. 肺炎を思わせる区域性硬変

6. 大体三角形病巣で肺炎に始まり,そこか

ら肺門の方-平面的に拡がるもの

7. 縦隔の塊状像

8. 1側肺門の腫大

9. 区域性又は肺葉性閉塞性怖気陸

10. 区域性アテレタタ-ゼ

この分類は形態を忠実に記載 しているが,体系

的な分類とはい えない｡一万,本邦の厚牲省が

ん特別研究等による ｢睡癌の早期診断の開発に

関す る研究班｣では,肺癌の早期 X線像を以下

の如 く分類している｡

Ⅰ.肺 門 型

1. 正常像類似

2. 気管支内握の肺噂影

3. 浸潤状影

4. 肺炎,肺気腫,無気肺像
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口.肺 野 型

1. 腫層状影

2. 孤立性雲状影

3. 浸潤状影

そして,著者が観察 しえた早期肺癌で も,そ

のすべてが これ らの病型のいずれかに相当す る

ものであったO

肺門型の肺癌 においては,Ⅹ線的にみ られ る

陰影は肺癌組織 その ものが撮影 されている場合

は稀であって,その大部分が二次的陰影である｡

それに反 して,早期の肺野型肺癌にみ られ る陰

影が肺癌組織 自体によるものか,いわゆる前癌

状態か,あるいはまた,肺癌に随伴 した病変 に

よるものかは興味ある問題である｡と くに,痩

潤型を呈す るものが癌組織 自体の陰影であるの

か,あるいは発癌 に先立ってみ られ る線維化病

巣等の陰影であるのかは甚だ興味深い点である｡

ただし,著者がご く早期 に切除 し,その切除標

本を病理学的に検討 しえた症例は僅か 2, 3例

にす ぎないので,未だ以上の点を解明す るには

至 っていない｡

結 育

著者はかな り長期間に 亘って retrospective

にⅩ線像を追求 しえた肺癌症例について,その

成長速度および早期像を検討 し,以下の結論を

えた｡

1) Collinsらの方法に従 って肺癌の体積の

doublingtimeを計測 したが,最短30日,最長

180日で平均は106日であった｡

2) 一般に腺癌より偏平 上皮癌の方が dou-

blingtimeが短かい よ うで あるが, 症例数が

少ない為に決定的なことはいえない｡

3) 肺癌はその早期においてⅩ線的に浸潤影

を呈す ることが多いが,早期か ら陣樽型を豊す

るもの もある｡

4) 肺癌早期像における浸潤様陰影が癌組織

自体 によるものか,癌に先行す る病変 によるも

のかほ未だ不明である｡
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